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　　　褥瘡予防対策管理委員会　第3回　　定例委員会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録日：平成29年8月1日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：松橋　英利 
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
１．褥創発生者の確認

＜東病棟＞

・池野　功一様～（H29.3.9 発生）左足背部　Ｈ29.7.27治癒
・藤井　孝蔵様～（H29.5.15発生）仙骨部　35点　イソジンシュガーパスタ+ガーゼ保護　
食事の摂取量少ないが、エンシュアリキッド3本/日は飲用することできている。食事形態を検討。
・北山　ミワ様～（H29.7/25入院　持ち込み）左大転子部　13点　アズノール+ラップ保護
　　　　　　　　　　　　　　　　食事：糖尿病食15単位・粥・キザミ　介助で全量摂取　点滴中止。
・石井　すみ様～（H29.7.31発生）仙骨部　7点　フィルム保護

　　　　　　　　　　　　　　　　食事：ハーフ食（粥ミキサー・ミキサー）・全トロミ

　　　　　　　　　　　　　　　　全量～2/3摂取　点滴2本/日　体位交換実施。
・小笠原　ツヤ様～（H29.8.1発生）仙骨部　5点　フィルム保護

　　　　　　　　　（H29.8.1発生）右踵部　14点　サージンパット保護。
　　　　　　　　　　　　　　　　　食事：糖尿病食18単位　拒食あり点滴24時間キープ
　　　　　　　　　　　　　　　　　食事・エンシュアリキッド不食　体位交換実施。
＜南病棟＞

・北向　みつる様～（H27.5.21持ち込み）仙骨部　18点　イソジンシュガー+ガーゼ保護(2回/日)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経管栄養(CZ-Hi4本)実施。
・高橋　礼子様～（H28.8.1発生）仙骨部　3点　デュオアクティブ　食事は全量摂取。
　　　　　　　　（H29.7.31発生）右大転子部　5点　アズノール+ラップ保護。
・中市　正治様～（H29.7.25発生）左臀部　6点　アズノール+ラップ保護　食事は全量摂取。
・佐々木　たま様～（H29.7.13発生）右踵部　4点　アズノール+ラップ保護（2回/日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　食事は2/3程度摂取。

・木村　留吉様～（H29.6.28発生）　右大転子部　7点　アズノール+ラップ保護（2回/日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　食事は2/3～全量摂取。

・堀内　正三郎様～（H29.6.26発生）　右膝　H29.7.15治癒。
（H29.6.27発生）　右臀部　5点　アズノール+ラップ保護。

　　　　　　　　　食事は全量摂取。

・嶋守　與之様～（H29.6.27発生）　左臀部　H29.7.3治癒。
　　　　　　　　（H29.6.27発生）　右臀部　5点　アズノール+ラップ保護

　　　　　　　　　　　　　　　　　　食事は全量摂取。

・百澤　豊子様～（H29.7月　東病棟よりの持ち込み）　右足第一趾付け根　9点　デュオアクティブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経管栄養：CZ-HI3本/日

・赤坂　耕作様～（H29.6.22発生）　左臀部　H29.7.5治癒。

・板垣　蔚城様～（H29.7.1発生）　左臀部　H29.7.18治癒。

・山下　ヨシ様～（H29.6.24発生）　左臀部　H29.7.11治癒。

・眞角　とせ様～（H29.5.22発生）　左手首　H29.7.22　八戸市立市民病院へ転院となり、未治癒。
・福田　りわ様～（H29.6.27発生）　右臀部　H29.7.4　治癒。
　　　　　　　　（H29.7.15発生）　左手首　H29.7.15　治癒。
・立花　榮子様～（H29.7.18発生）　右臀部　H29.7.31治癒。
・母良田　幸子様～(H129.7.4発生)　両臀部　H29.7.16治癒。
褥瘡者　8名

＜西病棟＞

特記事項なし

＜北病棟＞

特記事項なし

＜南山苑＞

・工藤　豊様～①H27.7.24発生　尾骨部⇒4点　状態変化なし。イソジンシュガー＋ガーゼ保護。
②H28.8.8発生　左踵部⇒7点　改善傾向。滲出液少量。黒色部除去され、良性肉芽形成されている。ゲーベン→アズノール+ガーゼ保護。食事は介助にて全量摂取。踵の除圧が徹底されておらず、ベッドに除圧部位を提示。

・榎本　栄子様～①H29.5.22（持ち込み）①左外踝部⇒H29.7.19治癒。
②H29.5.22（持ち込み）②仙骨部⇒9点　改善傾向。壊死組織なし。滲出液中等量。良性肉芽形成されてきている。ゲーベン+ガーゼ保護。
③H29.6.19発生③右大転子部⇒3点　H29.7.31　治癒。
④H29.6.26発生④右腸骨部⇒9点　H29.7.31　治癒。
※食事は介助にて全量摂取。
※体温37～38℃の発熱あり。悪化に注意。
・宮沢　太次郎様～①H29.7.21持ち込み　①仙骨部⇒6点。悪化傾向。滲出液少量、深さあり。

ゲーベン+ガーゼ保護。
※糖尿病あり。時折むせ込みあるが、自力にて全量摂取。

　部位除圧の為、日中臥床時間を設けている。

・鈴木　アサ様～①H29.2.22発生①右臀部⇒身体状態悪化にてH29.7.3退所。
　　　　　　　　　　　　　　　　褥瘡治癒にてH29.7.26再入所。
・七崎　武夫様～①H29.6.19発生①右大転子部⇒身体状態悪化にてH29.7.14退所。

褥瘡者　　3名
＜五福＞

特記事項なし

※次回、委員会はH29.9.5　16:00～病院2F　会議室にて開催致します。場所が変更となる場合は連絡します。

